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関　治之 Twitter: hal_sk
シビックハッカー
オープンソース好きなエンジニア

所属 ● Code for Japan Founder
● デジタル庁 シニアエキスパート（シビックテック）
● 株式会社HackCamp CEO
● 合同会社Georepublic Japan CEO

他 ● 東京都チーフ・デジタル・フェロー
● 浜松市　フェロー
● 岡山県西粟倉村　最高情報戦略監(チーフ・インフォメー

ション・オフィサー)
● 山口県 CIO補佐官
● 香川県 かがわDX Labフェロー
● 大阪府枚方市 DXフェロー
● 三重県 みえDXアドバイザー
● 総務省 地域情報化アドバイザー
● 内閣官房 オープンデータ伝道師
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オープンガバメントとは
● OECDの定義「民主主義と包括的成長を支える、透明性、誠実さ、説明責

任、ステークホルダー参加の原則を推進するガバナンス文化」※1
● ここでの「ステークホルダー」とは、年齢、性別、性的指向、政治的所属

や、個人、政府、学会、民間セクターなどの区別無しに、政策から影響を
受けるすべての人を指す

● 参加のレベルには、「情報提供(Information)」「諮問(Consultation)」
「より深い関与(Engagement)」などがある

● 勧告文書では、オープンガバメント戦略の策定、イニシアチブ組織の設
置、指標策定と定期的な計測による改善が推薦されている

3

※1：https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/OECD-LEGAL-0438#_ga=2.37822115.1251313301.1554450220-751648841.1537891795 

https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/OECD-LEGAL-0438#_ga=2.37822115.1251313301.1554450220-751648841.1537891795
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アジャイル・ガバナンスとオープンガバメント
● Society5.0 社会に対応するには、ルール自体を柔

軟に変えていく必要がある
● 社会のガバナンスは何重にも積み重なっている

（Governance of Governance ）
● 「ゴール設定」「システムデザイン」「運用」

「説明」「評価」「改善」をマルチステークホル
ダーで継続的かつ高速に発展させていく「アジャ
イルガバナンス」が必要

● 誰一人取り残されない包摂的なルールメイキング
をするには、オープンガバメントの取り組みも必
須となる
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オープンガバメントのプロセス
政府の取り組みをわかりやすく表現し、多様なステークホルダーに対して参加の機会を提供
することで、政府と協働する人を増やし、国民からの信頼を向上させる
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トップダウンとボトムアップ、双方が必要

行政

市民や民間企業、大学等

透明性の高い情報発信
協働機会の提供
参加機会の提供

政策の理解
主体的な参加
適切なフィードバック

信頼
醸成
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ともに考え、ともにつくる社会

7



© Code for Japan

オープンにつながり社会をアップデートする

8

シビック(市民) × テック(技術)

市民・民間企業・教育機関や行政の垣根を
越えてアイデアを出し合い、自身のスキル
を生かしながら参加する。

Who 市民(Civic)

What 困りごと解決・アップデート

Where 暮らしているまちなど

How 技術(tech)を活用しながら

シビックテックの特徴

垣根を越えた
オープンな繋がり

アイディアと
ノウハウの蓄積・共有

シビックテックのアプローチ

社会課題

企業 大学 NPO

テクノロジー活用
データ活用・場づくり

行政市民
コミュニティ化
プロジェクト化

編集中
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地域の中で活動するコードフォー
コミュニティ。
90以上のコミュニティが活動して
おり、規模や活動テーマ、活動内
容は様々。
ブリゲードは独立した団体とし
て、各ブリゲードの自主性に基づ
いて様々な活動をおこなう

ブリゲードコミュニティ
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コミュニティ

● ハッカソン・アイデアソンなど
のワークショップ実施

● ブリゲードとの協働
● NPOや社会起業家の支援

3つの活動領域

GovTech

● 行政の透明化
● 行政のDX支援
● 様々な主体との接続

Make our City

● 参加型まちづくりの推進
● 市民合意形成PFの提供
● オープンソース都市OS開発
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プロトタイプ（prototype）
後での改良を見込んで、その仕事をする大筋としてつくる
最初の模型

プロトタイピング（prototyping）
最初から完成品を目指すのではなく、不完全であることを
許容しながら、都度フィードバックをもらい、軌道修正し
ていく開発プロセス

11

プロトタイプ開発

アイデアを共有
企画立案

マッチング・リソース
調達

チーム構成

オープンな議論の場で
意見交換

オープンな対話
アイデアを具体化し

フィールドで実証実験

プロトタイピング

社会実装へ

● ビジョンを共有しながら仲間を募ることが可能

● 早い段階でフィードバックをもらうことができる

● つくる側とユーザー（実社会）とのギャップや認識のズレに気付きやすい

編集中
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コロナ禍で生まれた様々なアクティビティ
ダッシュボード

検索サイト

アイデア募集

NPO支援 プロトタイピング
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オープンソース化して公開
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オープンソースとは？
プログラムのソースコードを、断りなしに自由に使って良いと
いう条件で広く公開すること。

公開することで、誰もが中身を確認することができるし、コ
ピーして自分の目的に再利用することができる。

更に、東京都では一般技術者から要望を受け付けたり、修
正提案を受け付けたりすることも行った
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世界中から貢献があった

3週間の間に
224 名が改善に協力
750 件の提案
671 件が取り入れられる

作成数 クローズ数

Issue数 1,364 1,283

Pull 
Request 数

2,628 2,604

これまでの累計（Bot等を除いた数）
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全都道府県に波及
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参加者は約500人から3500人超に
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海外でもシビックテックが活発に

https://note.com/hal_sk/n/nd5d71fa9ff5d

台湾、韓国ではマスク在庫 APIを公開、多くの民間アプリが生まれた

https://www.reallygoodux.io/blog/korean-mobile-apps-coronavirus-covid-19

https://note.com/hal_sk/n/nd5d71fa9ff5d
https://www.reallygoodux.io/blog/korean-mobile-apps-coronavirus-covid-19


総務省：新型コロナウイルス感染症対策サイトのためのデータ公開について より



オープンソースへの投資は、社会的な知的資
本の蓄積に繋がる

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html
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東京都サイトでは、様々な情報が瞬時にまとめられた



https://assets.documentcloud.org/documents/3008871/M-16-21.pdf

米国政府のオープ
ンソースポリシー

https://assets.documentcloud.org/documents/3008871/M-16-21.pdf




システム調達要件に、OSSでの公開を入れよう

● OSSで公開する前提にすることで、可読性が高い
ソースコードが提供されます

● 技術力のあるベンダーを選定できます
● 他の自治体にも広がれば、より品質が向上する可

能性があります
● 不必要なベンダーロックインを排除できます
● 知的資産への投資になります
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市民エンゲージメントツール：Decidim

26
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Decidimの利用状況

世界（2016年〜）

450+

日本（2020年〜）

30+
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民主主義の首都から誕生
革新的なプロジェクトやイニシアティブにより、2023年バルセロナは最初の欧州民主
首都（European Capital of Democracy）となりました。
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バルセロナ市・デジタルシティ戦略の一環
● 透明性・多様性・主体性が確保された参加（エンゲージメント）を核心とするガバナンス構造を持つ
● エンゲージメントによる市民同士の対話を基礎とした参加型民主主義を志向。公的部門は市民のエン

パワーメントをプラットフォーマーとしての役割であると定義している。

https://ajuntament.barcelona.cat/digital/en

1. 市内全域のコミュニティで良質な雇用を
創出し、不平等と闘うためにデジタル技
術を活用する。

2. デジタル技術の進歩により、市民のデジ
タルな権利、男女平等、社会的包摂が維
持されるようにする。

3. 参加型民主主義を推進し、市民の集合知
を活用する政策を確立する。社会革新運
動を後押しすることで、より強く、より
公正なデジタル社会を構築する。

https://ajuntament.barcelona.cat/digital/en
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Decidimでできること

コメント欄で
意見交換をする

共同で提案を
ブラッシュアップ

これまでの経緯や
これからの予定などを

知る
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機能的な特徴：合意形成を進めるプロセスとコンポーネント

参加プロセスに応じた様々なテンプレート（コンポーネント）を提供するCMS

ミーティング 提案・投票 調査 ディベート ブログ 進捗報告

アイデアを集める アイデアをシェアする 　　ディスカッション・投票 　進捗を公開・確認する

コンポーネント

プロセス 戦略立案・住民参加型計画策定・討論・署名活動・相談受付・参加型予算編成等
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コンポーネントの利用例
投票機能（加古川市・複合施設愛称案） ミーティング機能（次第・議事録の作成）

● 内容の確認
● 投票ボタン
● 投票数集計

● Zoomリンク

● 会議次第

● 議事録

● YouTube
埋め込み
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ページ埋め込みの活用

33

コンポーネントの利用例
事例の整理・共有

● 文字列検索
● カテゴリ検索

● サムネイル表示
● 並び替え

● MiroやSlidoなどのツールを
同一サイト上で利用する
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よくあるご質問

→　始めてすぐ人が集まるようなものではないです！
→　汎用的なCMSですので、利用目的次第です。
　　活用する参加プロセスの目的と設計が重要です。

Decidimを使えば、うまくいきますか？

→　アカウント登録しなくてもページ閲覧は可能です。
→　コメント記入や投票参加にはアカウント登録（メー
　　ルアドレス認証）が必要です。登録する情報は簡
　　易・詳細を選択できます。

ユーザーが利用するにはどうするのですか？

→　オンラインとオフラインを組み合わせることが重要
　　です。これまで同様のメール・FAX等も活用し、
　　様々な参加形態をご検討ください。

デジタル・デバイド対策はどうしていますか？

→　特定ユーザーのみに公開する限定公開が可能です。
　　また、編集中は非公開にもできます。

コンテンツは全て公開になるのですか？

→　まずは基本的な設定方法を確認し、マニュアルを見
　　ながら2時間程度触ってみましょう。
→　その上で、例えば、週末じっくり作成してみると、
　　ほぼできるようになると思います。

操作方法に慣れるのにどのくらいかかる？

→　自治体は一般市のケースを標準として、
　　人口割要素を加味しています。
　　①都道府県・政令市②中核市・施行時特例市
　　③一般市④町村で利用料が異なります

費用形態は？

34
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活用事例とポイント

35
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スペイン・バルセロナ市
● 市計画に4万人以上が参加。対面での集会を400以上実施
● 1万件以上の提案が提出され、採択率は約7割
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バルセロナのまちづくり全般での活用
計画等の策定
市民が市当局と協働して政策決定を行う（提案・意見交換・進捗
共有）

● 自治体行動計画（PAM）
● 2030年持続可能な食料戦略
● 気候市民会議
● 歩行者・車両通行条例の改正

　【地区評議会等への参加】
公聴会の模様は、YouTubeでライブ配信され事前提出された質問
に対する質疑も行われている

デジタル請願
市民の発意により、市議会での議題をする等の請願を行うための
署名を集めることができる

カタルーニャ地域で相次いだ水道サービスの再
公営化の要求に対して、バルセロナ市において
も2018年にDecidimで2万を超える署名が集めら
れたが、動議は市議会で否決された。
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バルセロナのまちづくり全般での活用
参加型予算
2020年度より開始。
3,000万ユーロの予算の配分について市民から提案を受付け、
2021年5月に184の提案の中から76のプロジェクトを決定。

予算決定に際しての「提案・議論・優先順位付け」の
参加プロセスに14歳以上の市民約6万人が参加。
このプロセスを契機としてさらに5万人強の新規ユーザーを獲
得。

最終的には、約4万人が投票。
採択されたプロジェクトは、学校施設に関するものが最も多く、
他には街路改修、緑地化の提案が多く採択されている。

● 自転車レーンの整備
● 川の景観改修
● 地区のベンチの設置
● スポーツ施設の整備　等
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アメリカ・ニューヨーク市
● 11歳以上の市民参加により、7億円の地域コミュニティ予算を策定
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スイス・チューリッヒ市
● 市内92の自治会・町内会・地域コミュニティ同士の情報交換の場

として運営
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まちづくりへの活用
● プレイスメイキング

まちの広場や公園などの公共空間の利用ルールの整備・活用方法を
管理者と参加者が協働して検討していく
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まちづくりへの活用
加古川市駅周辺の再開発

● Decidim上でアイデアを投稿してもらい、地図上に可視化しワークショップで活用
● 高校でのアイデア募集や一般市民との対面ワークショップを繰り返し開催しアイデアの具体化や、

アイデアを元にした実証実験を行う
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まちづくりへの活用
● 脱炭素のアクションを地域ぐるみで

プロサッカークラブである松本山雅FCが、大勢のサポーターが集まるオフラ
インの試合とオンラインでの活動の両面から当事者の脱炭素化活動を可視化
する
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兵庫県加古川市
Decidimに寄せられた意見を反映若者が多数参加

４割弱が10代・20代のユーザー

授業で検討した意見を提出したり、
市民ワークショップに参加
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福島県西会津町
● 将来世代の活動の場

○ GIGAスクールを踏まえた新しい教育活動として、中学生が
まちづくりのアイデアをオンラインを活用して共有する

○ 町内外の大人たちと連携して社会実装に取り組む
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京都府与謝野町

● 地域運営組織での活用
○ 500人規模の集落での活用

○ 自治会ページを役場Decidim内に開設
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住民参加によるまちづくりのプロセス設計
〜エンゲージメント〜

47
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住民参加

これから？ 

住民参加による行政の推進は30年来の課題。では、どうすればよいのか？

一往復  一往復半 

案の提示  意見提出  採否・理由 
の公示 

● タウンミーティング 
● パブリックコメント 

● 審議会等 

理由はわかったけど、
（実はわかってないけど）
もう意見は言えないの？

きちんと反映され
たのだろうか？

双方向？
オンライン？

どうなったらいいの
かな・・・
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OECD Guidelines for Citizen Participation Processes

市民参加プロセスの設計・計画・実施・評価のための10ステップ

1. 解決すべき問題と参加のタイミングを特定する
2. 期待される成果を定義する
3. 参加対象者を特定し、リクルートする
4. 最も適用可能な参加方法の選択
5. 適切なデジタルツールの選択、対面式との並行
6. プロセスの透明性確保、明確平易なコミュニケーション
7. 参加プロセスの実施とそのTips
8. 意見の活用とフィードバック
9. 参加プロセスの評価

10. 「民主主義の筋トレ(exercise their democratic 
“muscles”)」を通じた参加文化の醸成

https://www.oecd.org/gov/open-government/oecd-guidelines-for-citizen-participation-processes-f765caf6-en.htm

市民参加プロセスの設計、計画、実施、評価のための10のステップ、プロセスの質を確保
するのに役立つ9つの原則、市民を巻き込むための8つの異なる方法を提示（2022年9月）

https://www.oecd.org/gov/open-government/oecd-guidelines-for-citizen-participation-processes-f765caf6-en.htm
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参加のレベル３「エンゲージメント」
● あらゆる参加者は、アジェンダの設定・プロジェクトや政策の提案・対話において、同等の立場にある

● （そのために）対話の機会と情報、データ、デジタルツールなどの必要なリソースが与えられる

OECD「オープンガバメントに関する理事会勧告」（2017年）
https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/OECD-LEGAL-0438

transparency public 
participation collaboration

https://legalinstruments.oecd.org/en/instruments/OECD-LEGAL-0438
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目標16 持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべて
の人々に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベ
ルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する。

16.7 あらゆるレベルにおいて、対応的、包摂的、参加型、および代表的な意思決定を確保する。

ターゲット（抄）

グローバル指標

16.7.1 国全体における分布と比較した、国・地方の公的機関（(a) 議会、(b) 公共サービス及び
(c)司法を含む。）における性別、年齢別、障害者別、人口グループ別の役職の割合

16.7.2 国の政策決定過程が包摂的であり、かつ応答性を持つと考える人の割合（性別、年齢別、
障害者及び人口グループ別）

（出典）外務省ホームページ https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/goal16.html

エンゲージメントの文脈　〜SDGsとの関係〜

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/goal16.html
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1. 情報とデータ
2. 公開会議・市民会議
3. パブリックコンサルテー

ション（≒パブコメ等）
4. オープンイノベーション
5. シチズンサイエンス
6. 市民モニター
7. 参加型予算編成
8. 代表制熟議プロセス

1. 明確さとインパクト
2. コミットメントとアカウン

タビリティ
3. 透明性
4. 包括性とアクセシビリティ
5. 誠実さ
6. プライバシー
7. 情報へのアクセス
8. 必要なリソースの確保
9. 評価（による信頼向上）

プロセスの質に関する9原則 8つの市民参画方法

1. 課題特定・参加タイミング
2. 期待される成果の定義
3. 参加対象者の特定と募集
4. 適用可能な参加方法
5. デジタルツール・対面併用
6. 透明性確保・わかりやすさ
7. プロセスの実施
8. 意見活用とフィードバック
9. 参加プロセスの評価

10. 参加文化の醸成

OECD Guidelines for Citizen Participation Processes

https://www.oecd.org/gov/open-government/oecd-guidelines-for-citizen-participation-processes-f765caf6-en.htm

https://www.oecd.org/gov/open-government/oecd-guidelines-for-citizen-participation-processes-f765caf6-en.htm


その他一般的な情報は、Code for JapanのDecidimページをご覧ください
https://www.code4japan.org/activity/decidim
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